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　11月13日（日）10時～12時に第１回多々良川リバースクールが東区役所講堂にて開催されま
した。これは昨年度、東区や粕屋町などの住民が参加して開催された「多々良川ゆめづくりワ
ークショップ」の中で多々良川のことをもっと多くの人が学ぶ機会が必要との提案を受けて、
今年度、企画会議を重ねて開催に至ったものです。
　第１回は、川について学ぶことをテーマに、前半に昨年度のワークショップの成果をまとめ
たビデオ鑑賞を行いました。そして、後半は「多々良川との上手な付き合い方」をテーマに九
州大学島谷教授の基調講演を行いました。
　講演を聞いた参加者からは、「多々良川の魅力を改めて知った」、「これからの学習の方向
性が見えてきた」、「今後もこのような会に参加したい」との意見がありました。
　次回は、12月4日(日)に多々良浄水場で、利水や治水のお話と施設見学を行います。

講　演　「多々良川との上手なつきあい方」
講　師　島谷　幸宏氏（九州大学工学研究院教授）
1955年　山口県生まれ
1980年　九州大学大学院工学研究科修士課程修了
　建設省入省後、1982年より建設省土木研究所にて河川の研究に携わる。
　建設省土木研究所河川環境研究室長、国土交通省九州地方整備局武雄工事
　事務所長を経て、現在、九州大学工学研究院教授　工学博士。
　主な著書：『河川環境の保全と復元－多自然型川づくりの実際－』鹿島出版会.2000
　　　　　　『水辺空間の魅力と創造』鹿島出版会.1994（共著、土木学会著作賞受賞）
　　　　　　『河川風景デザイン』山海堂.1987（共著）

ニュース

■多々良川リバースクールが開校しました！！

■リバースクールのこれからの流れ
第1回　11/13
10:00～12;00
「多々良川との上
　手なつきあい方」
　東区役所　講堂

第2回　12/4
10:00～12:00
「多々良川の水と
　私たちの生活」
　多々良浄水場

第4回H18年1月
　
「活動マップ
　　　　づくり」
　 東区役所

第5回　2月
　
「今昔の遊びと今
後の活動のまとめ」
　 東区役所

番外編　3月頃
　
「山を守る」
  (植林など)
　篠栗町荒田

・雨量が増える気候変動が起こりつつあり、日本に大洪水時代が到来した。
・ある程度の災害も想定した対策が必要となりつつある。さらに、治水のための護岸工事も、
川の持つ固有の自然や景観に配慮することが重要。
・パリの直立護岸のセーヌ川、スイスの多自然型河川を比較すると、「川とは自然であり、自
然とは変化するもの」という多自然型河川のあり方の方が、美しい景観をもった日本の風土
には合っているのではないか。
・川の美しさは、水害対策などの安全性を確保しながらも、自然を生かしたデザインが大事で
ある。
・これまで川づくりに関わってきた経験から、行政と流域住民との合意形成には、行政は明確
なビジョンを持つことが大切であり、住民は「してくれ」ではなく「しよう」という姿勢が
必要である。

●審査委員長（松尾芳彦氏）講評

熊川満さん
「きれいにしましょう」

※受賞作品は特選含めて7点が東区役
所１階ロビー(まちかど文化広場)に
て年内展示しています。



　ビデオは、多々良中央中学校放送部の生徒さん4名が、全５回のワークショップを取材し
皆さんの活発な意見交換の様子をはじめ昨年度の成果をいかんなく伝える力作でした。ビデオ
を見た島谷教授からも、「多々良川のことをよく勉強していらっしゃいますね。」と評価をい
ただきました。

　講演では、川の専門家の立場から世界や日本での川づくりの状況について具体的な事例を
通じてお話を頂ました。
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・これまで川づくりに関わってきた経験から、行政と流域住民との合意形成には、行政は明確・これまで川づくりに関わってきた経験から、行政と流域住民との合意形成には、行政は明確
なビジョンを持つことが大切であり、住民は「してくれ」ではなく「しよう」という姿勢がなビジョンを持つことが大切であり、住民は「してくれ」ではなく「しよう」という姿勢が
必要である。必要である。　

　中学生からの質問で「多々良川の魅力は？」との質問に対し、島谷教授は「博多湾に注
ぐ河口部の景観、それから特に井堰周辺の樹林地とその一帯は、全国の河川が護岸工事などで
失った日本の川らしい素晴らしい景観が残されている」と絶賛していらっしゃいました。

　11月15日に多々良川写真コンテス
トの表彰式が東区役所で行われまし
た。
●審査委員長（松尾芳彦氏）講評●審査委員長（松尾芳彦氏）講評
『写真コンテストは、約20点の作品
が寄せられ、開発される川の周辺、
地域の人たちの清掃ボランティア、
渡り鳥など、バラエティーに富んだ
作品が多く見られた。
　特選には東区下原の熊川満さん熊川満さんの
「きれいにしましょう」「きれいにしましょう」に決まり、
審査員の満票を得た。川の沿岸に立
つマンション、きれいな水の流れる
多々良川、清掃作業、橋を渡る電車
と、構図、内容が見事な作品だっ
た。』

※受賞作品は特選含めて※受賞作品は特選含めて7点が東区役点が東区役
所１階ロビー所１階ロビー(まちかど文化広場まちかど文化広場)に
て年内展示しています。て年内展示しています。

【特　選】：熊川満さん　『きれいにしましょう』※入賞写真・表彰風景
【入　選】：西牧逸雄さん『水面鏡』
【入　選】：加茂岩寿さん『多々良川のクロツラヘラサギ』
【佳　作】：熊川満さん　『多々良川河口』
【佳　作】：後藤修さん　『多々良川清掃』
【特別賞】：池田善朗さん『津屋から若杉山を望む』
　　　　　　　　　　　　『西鉄バス「多々良役場前」附近』

■多々良川の現状確認と世界の事例・実例を交えた講義

■中学生が撮影した多々良川の魅力ビデオを鑑賞

●「多々良川写真コンテスト」審査結果発表！

■島谷先生へ積極的に質問を投げかける参加者


